
秦野市のごみの現状について

１ 可燃ごみ量（令和5年１２月まで）

２ 不燃・粗大ごみ量（令和5年１２月まで）

３ 資源物（令和5年１２月まで）

４ 焼却対象量推計
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資料 ２



１ 可燃ごみ量 令和5年１２⽉まで

１

可燃ごみ量
（R5.12月時点） 前年度比較

令和3年度 25,896.2 トン ▲268.3 トン（▲1.0％）

令和4年度 25,353.7 トン ▲542.5 トン（▲２.1％）

令和5年度 24,486.6 トン ▲867.1 トン（▲3.4％）



２ 不燃・粗⼤ごみ量 令和5年１２⽉まで

２

不燃・粗大ごみ量
（R5.12月時点） 前年度比較

令和3年度 1,704．２ トン ▲310.5 トン（▲15.4％）

令和4年度 1,457.1 トン ▲247.1 トン（▲14.5％）

令和5年度 1,402.2 トン ▲ 54.9 トン（▲ 3.8％）



資源物
（R5.12月時点） 前年度比較

令和3年度 9,329.7 トン ▲307.3 トン（▲3.2％）

令和4年度 9,097.7 トン ▲232.0 トン（▲2.5％）

令和5年度 8,861.4 トン ▲236.3 トン（▲2.6％）

３ 資源物 令和5年１２⽉まで

３



４ 焼却対象量推計（令和5年度）

４

可燃ごみ量
（R5.12月時点）

可燃ごみ量実績 可燃性残渣 焼却対象量

令和3年度 25,896.2 トン
（▲268.3 ﾄﾝ）

33,858.6 トン
（▲553.4 ﾄﾝ）

615.5 トン
（▲157.2 ﾄﾝ）

34,474.1 トン
（▲710.6 ﾄﾝ）

令和4年度
（前年度比較）

25,353.7 トン
（▲542.5 ﾄﾝ）

33,213.2 トン
（▲645.4 ﾄﾝ）

528.8 トン
（▲86.7 ﾄﾝ）

33,742.0 トン
（▲732.1 ﾄﾝ）

令和5年度
（前年度比較）

24,486.6 トン
（▲867.1 ﾄﾝ）

32,162.9 トン
（▲1,050.3 ﾄﾝ）

521.1 トン
（▲7.7 ﾄﾝ）

32,684.0 トン
（▲1,058.0 ﾄﾝ）

※ 秦野市分焼却対象量目安︓３３,６００ トン － ３２,６８４ トン（R５推計）＝ ９１６ トン



４ 焼却対象量推計（令和5年度）

５

令和５年度の焼却対象量(推計)

秦野市の焼却対象量 32,684ﾄﾝから

秦野市・伊勢原市の焼却対象量（総量）を推計すると

両市の焼却対象量 約 55,000ﾄﾝ

はだのクリーンセンターの処理能力

56,000ﾄﾝ/年より▲1,000ﾄﾝ

今後、一施設で安定的に焼却処理を継続するためには、
さらなる減量・分別が必要です。


